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令和３年第４回北海道定例会 予算特別委員会（知事総括質疑） 開催状況

開催年月日 令和３年１２月１４日（火）

質 問 者 日本共産党 真下 紀子 委員

答 弁 者 知 事 鈴木 直道

質 問 内 容 答 弁 内 容

二 看護施策について 【知事】

（一）知事の認識について 道立高等看護学院におけるハラスメントについて

道立江差高等看護学院のハラスメント問題につい でありますが、このたびの第三者委員会の調査では

てお聞きします。 圏域で唯一の看護師の養成施設として、極めて重要

分科会審議において、道立江差高等看護学院のパ な役割を果たす道立高看において、１０名を超える

ワハラ問題で、学生に対し、法的な判断を必要とす 教員によるハラスメントが確認されたことはもとよ

る事項について、顧問弁護士に相談するなど、具体 り、学院の管理職員の責任や組織・体制の問題のほ

的な救済策の検討が進められていることが明らかに か、本庁の初動対応の遅れなどから、道の責任は重

なりました。 大とのご指摘もありました。

また、第三者委員会の調査結果を踏まえ、教員が 私としては、このことについて、大変重く受け止

事実と認めている事案については、ハラスメントと めているところでございます。

認識していると、こう表明されております。

道立の看護師養成機関でハラスメントが起きたと

いうことは非常に衝撃的であって、その影響なども

含めて、また、ことの重大性に鑑みて、救済策の前

提として、知事が重大な問題だと認識することが求

められております。

改めて知事の認識、受止めについてお聞きしま

す。

（二）知事の判断について 【知事】

大変重く受け止めているということなのですが、 ハラスメントの認識についてでありますが、この

知事が受け止めているのは、第三者委員会の報告で たびの道立高看の教員によるハラスメントが行われ

す。知事自身がハラスメントがあったと認めること た問題については、調査の結果を真摯に受け止め、

が本当に重要だと考えています。 事案の重大さに鑑み、第三者委員会の結論が示され

ところが知事は、先般、全く所管外の旭川の中学 た直後の記者会見の場や議会において、私から、学

生のいじめ問題について、こちらでは第三者委員会 生や保護者等の皆様に対し、お詫び申し上げてきた

の調査中で、報告も出ておりませんし、ほかの行政 ところでございます。

区の、それも教育委員会所管であるにもかかわら このため道では、第三者委員会の調査結果を踏ま

ず、いじめがあったと発言しております。 え、学生や元学生の皆様の救済などについて検討を

知事自身が責任を負うべき江差高看のハラスメン 進める一方で、法令に基づいて行うハラスメントに

トについては、未だ認めていないというのは、無責 係る処分については、ハラスメントの事実について

任ではないでしょうか。知事はハラスメントを認め 道として必要な確認も行いながら、適切に対応して

て謝罪することが必要だと考えますが、その判断と いく必要があると考えております。

時期はどのように考えているのか、見解を伺いま 道としては、第三者委員会の調査結果をしっかり

す。 と受け止め、今後とも、学生や元学生の皆様の気持

ちに寄り添いながら、直ちに対応できるものから、

順次、調整を行い、看護の道を志す方々が安心して

学ぶことができるよう早期の学院運営の適正化に向

け、全力で取り組んでまいります。

ただいまの答弁で、教員によるハラスメントが行

われた問題と知事が明言しましたので、知事自身も

ハラスメントを認めたものと、承知いたしました。

学生や元学生たちに寄り添って対応するとの答弁

もありましたので、保護者の皆様が面会を求めてい

ますから、直接会って謝罪をすることも選択肢とし

ておいていただきたいと思います。


